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への出展，小学生対象の体験授業などを通じて，技術科の楽しさを広めようと奮闘中。 
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けものづくり支援を目的に「ティーファブワークス」を設立し，「AkaDako」シリーズな

どを開発し，雑誌連載も執筆。明日から授業が出来る研修イノベーションで全国行脚中。 

 

西村和行（相模原市立大野南中学校教諭） 

2002 年より神奈川県公立中学校で技術を担当。レーザー加工機を使った授業実践に取

り組む。最近は IoT を活用した生物育成における野菜の栽培と鶏の飼育をテーマなど，情

報技術と生物育成の技術の連携させた研究にも取り組んでいる。 
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広住仁（埼玉県久喜市 デジタルものづくり工房 ZumiLabo 代表） 

 青森県八戸市で教員として勤務し，中学校ロボコンや国際 Jr ロボコンの普及に尽力。現

在は埼玉で ZumiLabo を開設し，地域の技術科を支援。久喜イノベーションの会代表とし

て地域連携にも取り組み，学校内外から技術教育を支える実践を続けている。 

 

藤田光幸（青森県八戸市 中学校教諭技術科担当を定年退職） 

    （その後，クラウドコンピューティングの派遣エンジニア） 

 青森県八戸市で技術科教員として勤務し，中学校ロボコンや国際 Jr ロボコンの運営に

携わる。大会では審判長や Jr 特許判定員を担当。現在も市民参加型ロボコンや発明クラブ

での製作指導を続けている。退職後も地域のものづくり教育を支え続けている。 

 

※所属は 2026 年 2 月 1 日現在です。 
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